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最
大
の
懸
念
は
交
渉
の
空
転

Ｅ
Ｕ
は
加
盟
国
の
結
束
強
化

　

「
鉄
の
女
」
（
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
）
の

再
来
と
ま
で
言
わ
れ
た
、
英
国
の
メ
イ
首

相
。

　

だ
が
、
総
選
挙
で
与
党
・
保
守
党
は
予

想
に
反
し
て
過
半
数
を
割
り
込
み
、
「
宙

づ
り
国
会
」
（
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
）
を

招
い
た
。

　

Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
相
手
に
離
脱
交
渉

を
リ
ー
ド
す
る
タ
フ
な
指
導
者
像
は
消
え
、

求
心
力
は
低
下
。
民
間
調
査
会
社
の
調

査
結
果
は
散
々
で
、
「（メ
イ
首
相
は
）
辞

任
す
べ
き
だ
」
と
ま
で
酷
評
さ
れ
て
い
る
。

　

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
巡
る
注
目
の
公
式

交
渉
は
６
月
に
ス
タ
ー
ト
。
交
渉
期
限
は

２
０
１
９
年
３
月
だ
が
、
秩
序
立
っ
た
〝
円

満
離
脱
〟
の
見
通
し
は
難
航
、
再
び

「英

国
病
」
再
燃
の
危
機
さ
え
囁
か
れ
て
い
る
。

　

交
渉
は
双
方
が
ど
こ
ま
で
歩
み
寄
れ
る

か
が
焦
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
域
内
と
英
国
に
在
留
し
て
い
る

Ｅ
Ｕ
域
内
居
住
出
身
者
の
権
利
保
障
、
英

国
が
支
払
う
べ
き
担
当
金
清
算
問
題
、
英

国
の
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
境
問
題

（
同
国

は
〝
島
国
〟
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
は

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
は
地
続

き
）、
通
商
な
ど
、
英
国
と
の
将
来
関
係

を
協
議
す
る
が
、
英
国
は
離
脱
と
同
時
に

将
来
関
係
を
話
し
合
い
た
い
意
向
。
精
算

金
問
題
も
不
当
に
高
過
ぎ
る
な
ど
と
全

面
拒
否
の
構
え
だ
。

　

英
国
は
メ
イ
首
相
の
求
心
力
低
下
で
、

移
民
規
制
を
優
先
す
る
ハ
ー
ド
ブ
レ
グ
ジ

ッ
ト

（
強
硬
離
脱
）
の
方
針
も
揺
ら
い
で

い
る
と
言
わ
れ
、
同
国
の
姿
勢
が
定
ま
ら

な
い
ま
ま
無
秩
序
に
離
脱
す
る
事
態
も
心

配
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

最
大
の
懸
念
は
メ
イ
政
権
の
ス
タ
ン
ス
が

固
ま
ら
ず
、
離
脱
交
渉
が
空
転
す
る
こ
と

だ
。

　

Ｅ
Ｕ
が
離
脱
の
交
渉
に
向
け
て
最
も
望
ん

で
い
る
こ
と
は
、「円
滑
な
話
し
合
い
離
婚
」

だ
。
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
、
初
の
加
盟
国

脱
退
と
い
う
異
常
事
態
に
、
当
初
は

「加

盟
国
へ
の
連
鎖
」
「
加
盟
国
の
先
行
き
不

安
」
と
い
う
懸
念
が
悩
ま
し
か
っ
た
。
だ
が
、

仏
大
統
領
選
で
の
結
果
な
ど
か
ら
、
シ
ョ
ッ

ク
の
立
ち
直
り
の
兆
し
が
見
ら
れ
、
27
カ

国
に
よ
る
欧
州
統
合
推
進
の
取
り
組
み
に

集
中
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
の
バ
ル
ニ
エ
主
席
交
渉
官
は

「
交
渉

は
Ｅ
Ｕ
全
体
の
課
題
を
、
離
脱
問
題
の
み

に
占
め
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
語
っ
て
お

り
、
衝
撃
的
な
英
国
の
離
脱
問
題
の
シ
ョ
ッ

ク
の
鎮
静
化
を
加
盟
各
国
に
浸
透
さ
せ
た

い
意
向
だ
。

　

Ｅ
Ｕ
に
し
て
み
れ
ば
、
英
国
が
離
脱
決

定
の
後
、他
の
加
盟
国
へ
の
「ド
ミ
ノ
現
象
」

が
懸
念
だ
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
総
選
挙
、

フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
、
英
国
総
選
挙
で
の

メ
イ
政
権
の
大
敗
な
ど
、
風
向
き
が
大
き

く
変
わ
っ
た
こ
と
を
弾
み
に
し
た
い
考
え
の

よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
メ
イ
政
権
の
弱
体
化
は
Ｅ
Ｕ
に

と
っ
て
も
一
種
頭
痛
の
タ
ネ
に
も
な
っ
て
い

る
。

　

英
国
内
が
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
交
渉
は

停
滞
、
大
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。

ユ
ン
ケ
ル
欧
州
委
員
長
は
「（メ
イ
政
権
は
）

幻
想
を
抱
い
て
い
る
」
と
厳
し
い
が
、
強
い

態
度
に
出
る
こ
と
に
は
慎
重
論
も
。
Ｅ
Ｕ

は
10
月
に
も
離
脱
問
題
に
メ
ド
を
つ
け
、

  

双
方
の
歩
み
寄
り
が
焦
点
に

国
際
ア
ナ
リ
ス
ト

　

　   

和
田
　
誠

   

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
交
渉

　　　　剣
ヶ
峰
に
立
つ
メ
イ
首
相

自ら仕掛けた総選挙でまさかの惨敗に陥ったメイ首相

（英国首相府）
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将
来
へ
の
議
論
に
移
り
た
い
方
針
だ
。
そ

れ
も

「詳
細
で
は
な
く
原
則
で
」
と
言
う
。

　

「建
設
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
」
と
、

Ｅ
Ｕ
と
の
離
脱
交
渉
に
臨
む
英
国
の
デ
ー

ビ
ス
離
脱
担
当
相
は
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　

総
選
挙
で
思
わ
ぬ
惨
敗
を
喫
し
た
メ
イ

政
権
は
、
こ
れ
ま
で
の
強
硬
離
脱
方
針
の

修
正
を
迫
ら
れ
、
Ｅ
Ｕ
と
の
互
恵
的
な
貿

易
関
係
が
将
来
も
維
持
で
き
る
よ
う
、

「〝
円
満
離
脱
〟
に
向
け
た
姿
勢
で
妥
協

点
を
探
る
」
（メ
イ
首
相
側
近
）。

　

デ
ー
ビ
ス
氏
は

「Ｅ
Ｕ
離
脱
と
将
来
の
関

係
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
離
脱
後
の

通
商
関
係
が
考
慮
さ
れ
な
い
限
り
合
意
で

き
な
い
」
と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

結
局
、
英
政
府
は
貿
易
協
定
の
交
渉
前

に
、
未
払
い
分
担
金
問
題
な
ど
の
離
脱
条

件
を
協
議
す
べ
き
だ
と
の
Ｅ
Ｕ
の
要
請
を

受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
、
と
メ
デ
ィ
ア
は
報

じ
て
い
る
。

　

交
渉
の
初
期
段
階
で
、
こ
の
分
担
金
の

問
題
や
Ｅ
Ｕ
市
民
の
権
利
問
題
を
解
決
し

て
か
ら
、
将
来
の
通
商
関
係
を
議
論
し
た

い
と
し
て
い
る
。

　

ハ
モ
ン
ド
財
務
相
は

「離
脱
後
の
英
・
Ｅ

Ｕ
間
貿
易
を
、
可
能
な
限
り
現
行
同
様
に

す
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

協
調
姿
勢
に
傾
き
つ
つ
あ
る
英
国
は

「Ｅ

Ｕ
が
頑
な
な
姿
勢
を
貫
く
こ
と
を
懸
念
す

る
」
と
し
て
い
る
。

交
渉
過
程
の
市
場
反
応
に
懸
念

日
系
企
業
す
で
に
移
転
、
縮
小
も

　

一
方
、
こ
う
し
た
両
者
の
協
議
に
、
近

隣
諸
国
、
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
で
は

「
欧
州

国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
の
地
位
を
奪
う
好

機
」
（パ
リ
副
市
長
）
と
唱
え
て
い
る
。

　

仏
出
身
の
パ
ル
ニ
エ
主
席
交
渉
官
の
姿
に
、

英
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は

「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン

型
自
由
主
義
に
敵
意
さ
え
抱
く
。
友
人

と
は
ほ
ど
遠
い
」
と
、
警
戒
感
の
声
さ
え

上
が
っ
て
い
る
。

　

交
渉
の
行
方
を
見
守
る
世
界
の
金
融
市

場
は
、
リ
ス
ク
回
避
の
動
き
を
一
気
に
加

速
さ
せ
て
い
る
。
ポ
ン
ド
の
対
ド
ル
・
レ
ー

ト
は
、
一
時
１
・
35
ド
ル
ま
で
下
落
。
ポ

ン
ド
安
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
形
で
日
本

の
対
ド
ル
・
レ
ー
ト
も
一
時
99
円
台
に
ま

で
急
騰
し
て
い
る
。

　

外
為
市
場
ば
か
り
で
は
な
く
、
株
式
市

場
も
一
時
混
乱
。
ド
イ
ツ
の
Ｄ
Ａ
Ｘ
指
数
、

日
経
平
均
株
価
、
ダ
ウ
工
業
平
均
な
ど

が
軒
並
み
急
落
、
世
界
の
株
式
市
場
は
全

面
安
の
展
開
に
な
っ
た
。

　

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
金
融
市

場
の
不
安
定
化
が
、
強
い
逆
資
産
効
果
で

世
界
経
済
の
成
長
を
圧
迫
す
る
点
だ
。
英

国
が
実
際
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る
ま
で
に

は
、
ま
だ
時
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

間
の
交
渉
の
動
き
は
、
金
融
市
場
に
新
た

な
動
揺
を
与
え
る
こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ

る
。

　

欧
州
発
の
リ
ス
ク
回
避
の
動
き
が
強
ま

れ
ば
、
新
興
国
や
商
品
市
況
か
ら
資
金

が
流
動
し
、
よ
う
や
く
持
ち
直
し
の
兆
し

が
見
ら
れ
た
世
界
経
済
の
成
長
を
下
押
し

し
か
ね
な
い
。

　

日
本
経
済
に
対
し
て
も
悪
影
響
が
出
る

可
能
性
は
免
れ
な
い
。
リ
ス
ク
回
避
の
中

の
円
高
が
進
ん
で
お
り
、
企
業
業
績
へ
の

悪
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

一
段
と
株
安
が
生
じ
れ
ば
企
業
の
マ
イ
ン

ド
が
悪
化
し
、
消
費
や
投
資
が
抑
制
さ

れ
る
可
能
性
も
高
ま
る
。
世
界
経
済
の
成

長
が
下
ぶ
れ
す
れ
ば
、
日
本
の
輸
出
も
悪

化
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
回
避
が
強
ま
っ
て
い

る
中
で
、
日
本
の
対
応
だ
け
で
円
高
株
安

の
流
れ
を
支
え
る
こ
と
は
困
難
だ
。
英
国

の
離
脱
交
渉
が
円
満
に
運
ぶ
か
ど
う
か
、

双
方
の
歩
み
寄
り
が
カ
ギ
と
言
え
る
。

日
本
企
業
は
す
で
に
対
策
に
懸
命
だ
。

　

大
手
金
融
機
関
の
ロ
ン
ド
ン
責
任
者
は

「
日
系
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｅ
Ｕ
各
国
に

現
地
法
人
を
作
る
な
ど
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら

の
業
務
移
転
、
縮
小
を
検
討
し
て
い
る
」

と
漏
ら
す
。

　

世
界
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
英
国
と
Ｅ

Ｕ
の
離
脱
交
渉
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
本

格
的
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

「幻想だ」と手厳しいユンケルEU委員長（ＥＵ）

ＥＵの動揺が日本経済に悪影響を及ぼしかねない（ＥＵ）

（英国首相府）
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